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第13回町民スポーツ大会 スポーツ
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区

躍
進
賞
／
小
坂
地
区

文
化
の
祭
典
、
第
37
回
「
御
船
町

文
化
祭
」
が
11
月
２
日
、
３
日
、

町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
町
文
化
協
会
（
牟
田
佳
二
子

会
長
）
主
催
。
１
日
目
の
音
楽
部
門
で

は
14
団
体
に
よ
る
合
唱
や
吹
奏
楽
、
２

日
目
の
演
芸
部
門
で
は
、
詩
吟
や
舞
踊

な
ど
約
60
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

響
き
渡
る
歌
声
、
工
夫
さ
れ
た
演
出
や

表
現
力
に
、
会
場
か
ら
は
称
賛
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
茶
道
部
門
で
は
、

茶
室
で
抹
茶
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

は
作
法
に
倣な
ら

い
本
場
の
味
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
、
展
示
部
門
で
は
、
墨
絵

や
写
真
、
編
み
物
な
ど
の
作
品
が
ホ
ワ

イ
エ
や
視
聴
覚
室
な
ど
に
展
示
さ
れ
、

来
館
者
は
作
品
一
つ
一
つ
を
興
味
深
く

眺
め
、
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

１_ ６人の合計打数を競う〔グラウンドゴルフ〕／２_ ５人のチームプレーが勝敗を左右する〔ゲートボール〕／３_山なりのスローボールを攻略すること
が勝負の行方を決める〔ソフトボール〕／４_ビュットをめがけて投げたボールに盛り上がる〔ペタンク・小学生〕／５_10人の息を合わせて縄を飛ぶみん
なでジャンプで優勝した御船地区／６_地区の声援を受け力自慢たちが激突した〔綱引き〕／７_強烈なアタックを決める〔ビーチボールバレー〕／８_スポー
ツ吹き矢を体験する参加者／９_今回初めて行われた〔ペタンク一般の部〕

１_町民コーラス　アーベント・レーテ／２_藤川流禄華社中・望郷じょんが
ら／３_裏千家・茶道教室／４_社交ダンス愛好会・「ルンバ」別れの歌／５_
音楽祭での参加者全員による全員合唱「もみじ」／６_清吟流清向会・静御
前／７_滝尾幼稚園によるマーチング／８_手芸クラブの展示／９_写友会の
展示／10_墨絵の展示／11_藤間流勢雀社中・紀伊国屋文左衛門／12_春菊
会によるウエルカム特別展示

【
競
技
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績
】
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勝
の
み
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ラ
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ド
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高
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❸
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

御
船
地
区
（
Ａ
パ
ー
ト
）

七
滝
地
区
（
Ｂ
パ
ー
ト
）

❹
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

高
木
地
区
（
49
歳
以
下
）

七
滝
地
区
（
50
歳
以
上
）

❺
ペ
タ
ン
ク

小
坂
地
区
（
小
・
中
・
高
生
）

東
部
地
区
（
一
般
）

❻
綱
引
き

上
野
地
区
（
Ａ
パ
ー
ト
）

小
坂
地
区
（
Ｂ
パ
ー
ト
）

❼
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ

御
船
地
区

ス
ポ
ー
ツ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
地
区

を
決
め
る
「
第
13
回
町
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
11
月
16
日
、
町
内
５

会
場
で
開
か
れ
、
秋
空
の
下
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
今
年
は
、
全
10
地

区
の
、
子
ど
も
か
ら
90
歳
ま
で
の
選

手
・
役
員
約
１
２
０
０
人
が
出
場
。
各

競
技
で
優
勝
を
目
指
し
な
が
ら
、
地
区

間
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、

七
滝
地
区
の
松
本
宜よ
し
ひ
ろ大

さ
ん
と
晃こ

う
す
け輔

く

ん
親
子
が
「
地
域
の
代
表
と
し
て
力
を

合
わ
せ
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
精
一

杯
が
ん
ば
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力

強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
温
水
プ
ー
ル
の
無
料
開

放
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
や
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
一
日
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

役場は、12月27日土から１月４日日までの９日間、年末年始のため閉庁します。この期間は、日直および宿
直の職員が出生届や婚姻届、死亡届などの戸籍受付事務を対応します。

年末年始は、役場正面玄関の
利用ができませんので、西側の
出入口（保健センター側）をご
利用ください。

役場（保健センター）

㊡12月27日土～１月４日日
☎２８２－１１１１

カルチャーセンター

㊡12月26日金～１月５日月
☎２８２－０８８８

年末年始の公共施設

年末年始は確認してからゴミだしを

日程 燃やすごみ 紙製資源物 し尿汲み取り

12

月

～26日金 収集カレンダーどおり 通常どおり

27日土 休み 通常どおり

28日日 休み 通常どおり

29日月 月曜・水曜日収集地区のみ × 休み

30日火 火曜日収集地区のみ × 休み

31日水 休み 休み

１
月

１日木 休み 休み

２日金 休み 休み

３日土 休み 休み

４日日 水曜日収集地区のみ × 休み

５日月～ 収集カレンダーどおり 通常どおり

償却資産は毎年申告が必要です

償却資産とは、固定資産税のひとつです。固定資
産税には、ほかに土地、家屋があります。今月

号では償却資産のポイント６つを紹介します。

１ 対象となるものは、事業（農業や営業など）の
ために用いる機械や器具、備品などになります。

２ 個人や法人が、所得税や住民税または法人税の
申告の際に、必要経費として計上した減価償却

費資産は、償却資産として固定資産税の課税対象にな
ります。※個人事業主も対象です。

３ 申告が必要です。毎年１月１日現在で償却資産
を所有している場合は、その年の１月31日ま

でに、役場税務課への申告が必要です。

４ 太陽光発電設備は、発電量が10kw以上あれば、
住宅用でも償却資産の対象になり、申告が必要

となりますのでご注意ください。詳細は下記のとおり
です。

５ 固定資産税の軽減が受けられます。『再生可能
エネルギーの固定価格買取制度』の認定を受け

た再生可能エネルギー発電設備は、新たに固定資産税
が課税されることになった年度から３年度分の固定資
産税（償却資産分）に限り課税標準額を２／３に軽減
します。軽減を受けるには申告が必要です。

６ 住宅用の太陽光発電設備による売電収入は、住
民税申告または確定申告が必要です。詳しい申

告方法は、１月号で確認してください。

年末年始の「ゴミだし」や「汲み取り」は、日程を確認して計画的に行いましょう。

◉太陽光発電設備の固定資産税における取扱い
発電量 10kw以上の太陽光発電設備 10kw未満の太陽光発電設備

個人
住宅用 課税対象（売電目的の事業用資産となります） 課税対象外

事業用 課税対象（事業用資産のため）

法人 課税対象（事業用資産のため）

◉償却資産の種類
種類 種類の名称 代表的な資産

第１種 構築物
構築物・建物

舗装路面／門扉／塀／屋外給排水管／基礎のない建物／街灯／外溝／植栽／
ビニールハウスなど

建物付属設備 給排水設備／受変電設備／電源装置／ＬＡＮ配線など

第２種 機械及び装置 金属・食品等の製造加工機械／乾燥機／建設機械／太陽光発電設備など

第３種 船舶 漁船／ヨット／ボート／遊覧船など

第４種 航空機 飛行機／ヘリコプター／グライダーなど

第５種 車両及び運搬具 大型特殊自動車／構内運搬車／その他運搬具

第６種 工具、器具及び備品 机／椅子／エアコン／パソコン／複写機／電話設備／厨房機器／什器備品など

次の①～④に該当する場合は、償却資産の対象になりません。
①固定資産税の家屋として課税されるもの　
②自動車税、軽自動車税の課税対象となるもの
③耐用年数１年未満の償却資産または10万円未満の償却資産で、一括で必要経費に算入するもの
④20万円未満の償却資産で、３年間の一括償却を選択したもの

街なかギャラリー

㊡12月27日土～１月５日月
☎２０２－５１１３

子育てふれあい館

㊡12月27日土～１月５日月
☎２８２－６００９

観光交流センター

㊡12月27日土～１月５日月
☎２８２－４７００

スポーツセンター

㊡12月27日土～１月５日月
☎２８２－４１１１

眺世庵

㊡12月29日月～１月５日月
☎２８２－０８０６

恐竜博物館

㊡12月26日金～１月２日金
☎２８２－４０５１

年末年始の「燃やすごみ、紙製資源物収
集」、「し尿汲み取り」は、日程を確認して
計画的に行いましょう。ごみは必ず、当日
の８時までに収集場所に出してください。

◉リサイクルおよび粗大ごみ収集
リサイクルカレンダーどおりに行います。

◉可燃物・資源物・粗大ごみの直接搬入
12月29日月まで、クリーンセンターへ
の直接搬入ができます。（10㌔あたり
100円）
問御船甲佐クリーンセンター

☎２８２-０６８８
◉年末のし尿汲み取り
年末は大変混雑しますので、12月15日月
までに業者へ予約を行ってください。
し尿汲み取り業者
問御船清掃公社　☎２８２-６２５０
問御船綜合管理　☎２８２-１５５１
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問町民保険課町民案内係　☎２８２－1 １１２

問みず環境課生活環境係　☎２８２－1 ６０４

問税務課課税係　☎２８２－１１１４



役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

高額療養費制度が改正されます

高額療養費制度とは、医療機関や薬局の窓口で支
払った額が、一カ月間に自己負担限度額を超えた場合
に、その超えた金額を支給する制度です。高額療養費
では、年齢や所得に応じて、本人が支払う医療費の上
限が定められています。
平成27年１月より、70歳未満の所得区分が細分化

出産育児一時金とは、出産に要する経済的負担を軽減するため、一定の金額が支給される制度です。
国民健康保険の加入者が出産した場合、世帯主に支給されます。

され、算定基準額の判定方法が変わります。70歳か
ら74歳までの自己負担限度額は変更ありません。
70歳未満で、平成26年８月以降に「限度額適用認

定証」および「限度額適用・標準負担額減額認定証」
を申請された人には、平成27年１月１日から使用で
きる認定証を12月中に郵送します。

◉平成26年12月までの高額療養費制度の所得区分および自己負担限度額

区分 所得要件
※基礎控除後の所得

自己負担限度額（月額）
年間３回目以内 ４回目以降

上位所得 600万円超 150,000円
※医療費が50万円を超えた場合は、超えた額の１%を加算 83,400円

一 般 600万円以下 80,100円
※医療費が26.7万円を超えた場合は、超えた額の１%を加算 44,400円

低 所 得 住民税非課税 35,400円 24,600円

⬇
◉平成27年１月以降の高額療養費制度の所得区分および自己負担限度額

所得要件
※基礎控除後の所得

自己負担限度額（月額）
年間３回目以内 ４回目以降

901万円超 252,600円
※医療費が84.2万円を超えた場合は超えた額の１%を加算 140,100円

600万円～901万円以下 167,400円
※医療費が55.8万円を超えた場合は超えた額の１%を加算 93,000円

210万円～600万円以下 80,100円
※医療費が26.7万円を超えた場合は超えた額の１%を加算 44,400円

210万円以下 57,600円 44,400円

住民税非課税 35,400円 24,600円

◉平成27年１月以降の出産育児一時金
産科医療補償制度対象外の出産および妊娠週数12週以上22週未満の死産・流産の場合の出産育児一時金

➡
14,000円増額になります。

里帰りした水前寺菜が初収穫
11月５日水前寺成趣園で水前寺菜が初収穫されま

した。園内の水前寺菜は、９月26日に水前寺菜里づ
くりの会（德永廣敏会長）と水前寺の地域住民らでつ
くる水前寺活性化プロジェクト（永野陽子代表）が植
え付け、古荘俊夫町営農指導員が肥料や水やりの指導
を行っていました。初収穫には約20人が参加。德永
会長は「255年ぶりに水前寺に里帰りした水前寺菜は、
とてもよくできていました」と水前寺菜の初収穫を喜
びました。

40年ぶりのユニフォーム
11月８日御船高校で、サッカー部とサッカー部OB

とのミニゲームが行われました。サッカー部は、機械
科と電気科が新設された昭和38年に同好会として発
足。39年から部としてスタートしています。約40年
ぶりに、ユニフォームを着てグラウンドに立ったOB
は、後輩たちとサッカーを楽しみました。参加した１
期生から５期生までのOBたちは、「今後は、さらに
輪を広げて多くのサッカー部OBたちとサッカーを楽
しみたい」と話しました。

おいしいナスをありがとう
11月４日、吉無田高原野菜振興会ナス部会（牛嶋
清一会長、８人）から、町内の小中学校へナス約60
㌔が贈られました。翌日、七滝中央小学校（木屋秀章
校長、82人）に、同部会員を招待し、児童と一緒に
ナスを使った給食を食べました。牛嶋会長は「大変お
いしいナスです。元気になるようたくさん食べてくだ
さい」と挨拶。６年生の井藤天馬くんは「いつもナス
は食べないけど、今日食べたナスはとてもおいしかっ
た」と話しました。

新館開館15万人突破
11月８日、町恐竜博物館で来館者15万人記念式典
が行われました。15万人目の来館者となったのは、
熊本市に住む道

どう

喜
き

順
よし

夫
お

さん・町子さん夫妻と、菊陽町
に住む孫の林健士郎くん。健士郎くんを驚かせようと、
行先を内緒にして博物館に来たと話す道喜さんは「恐
竜公園の恐竜や博物館前のティラノサウルスを見たと
きはびっくりしていましたが、とても喜んでいました。
博物館も楽しんでいこうと思います」と話しました。
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問町民保険課保険係　☎２８２－１１１３

平成26年12月31日生まれまで

390,000円

平成27年１月１日生まれから

404,000円

初収穫された水前寺菜を手に取る永野代表（左）らと德永会長（中央）

後輩たちとサッカーを楽しんだOBたち

部会員と給食を食べる児童たち

増永館長と一緒にくす玉を割る、道喜さん夫妻と健士郎くん

出産育児一時金が改正されます



12回目の全国へ　小坂ジュニア
11月８日、９日に天草市で開催された「第８回春

季小学生男子ソフトボール大会県予選」で、小坂ジュ
ニアソフトボールクラブが２年ぶり３回目の優勝を
勝ち取りました。最速93㎞のボールを投げる、５年
生エースの本田大晋くんを中心に、決勝戦を含む５試
合中３試合がノーヒットノーランと堅い守りで勝ち進
み、決勝も相手を完封。来年３月27日から神奈川県
で開催される、春の全国大会に出場します。

うがい用のお茶を贈呈
11月25日、郡内の茶業後継者でつくる上益城茶業
青年会（野口大樹会長、９人）から、町内の全小学
校にお茶パック33㌔が贈られました。今年で６回目。
野口会長は「郡内で生産されたおいしいお茶です。お
茶うがいでインフルエンザの予防と、お茶に親しんで
もらえればうれしいです」と増永信介教育長へ贈呈さ
れました。お茶うがいは、お茶に含まれているカテキ
ンが、インフルエンザの予防に効果があるといわれて
います。町内の小学校では、12月から２月までお茶
うがいが行われています。

城山クラブ　大会初優勝
11月29日、八代県営野球場で開催された「第11 

回松中信彦三冠王記念旗学童野球大会」で、御船城山
少年野球クラブ（徳永直幸監督、18人）が、乙女タ
イガースとの上益城対決を５対２で制し初優勝しまし
た。「今年のチームは、６年生が３人と少なかったが、
部員全員でがんばった結果、優勝できた」と徳永監督。
３人の６年生は「最後の公式戦で、今まで勝てなかっ
た相手に勝って優勝でき、とても嬉しいです」と笑顔
を見せました。

鼎蔵の盟友を訪ねて
４年前、人、町とふるさとのつながりをテーマに発
足したNPO法人「ふるさと共有」（梶本玉子代表）。10
月26日、27日、郷土の先哲「宮部鼎蔵」の盟友、吉田松
陰の命日祭（27日）に合わせ、山口県萩市への第４回
史蹟探訪を企画しました。梶本代表は「萩市長や山本
先生（吉田松陰顕彰会代表）など、大勢の人たちに大歓
迎を受け、42人の参加した皆さんも充実した企画だっ
たと喜んで貰えた。宮部、吉田両先生の生涯の友とし
て萩の人たちの意識の深さを知り、この繋がりを今後
も大切に続けて行きたい」と笑顔で話しました。

みんなが笑顔　ふれあい祭り
11月９日、高木小学校体育館で第７回高木ふれあ

い祭りが開催されました。公民館高木分館（園田宏紀
館長）主催。祭りでは保育園や小学校、また高木地区
住民による踊りや歌謡曲のほか、ＰＴＡの二人羽織に
よる劇など、バラエティに富んだ出し物が披露されま
した。また、体育館内では、木目込みで作成されたバ
ラの押絵などの芸術作品が展示されました。会場の外
では高木地区で生産された農産物の販売も行われ、会
場は一日賑わっていました。

木倉の役者が勢ぞろい
11月23日、第22回ふるさとふれあい木倉まつり「は

ばたけ木倉　伝えよう未来に」が木倉小学校体育館で
行われました。木倉公民館・木倉区長会主催。満員の
体育館では、ＰＴＡや体育協会などの団体代表による
カラオケや、かくし芸がステージで発表されました。
かくし芸は木倉全９区が発表。各区の趣向を凝らした
芸に会場は盛り上がりました。大賞には、小路区の「今
年の話題は…」が選ばれました。

恐竜博物館前には花がいっぱい
11月11日、恐竜博物館前シンボルロードの花壇を

中心に、パンジーやビオラなど1600本が植えられま
した。植えたのは町ボランティア協議会などでつくる
「シンボルロード花壇協議会」や御船高校生など約60
人。同協議会では、花壇への植栽を年２回実施してお
り、植栽以外にも定期的に、シンボルロード沿いの花
壇の草取りや周辺のゴミ拾いを行っています。

料理の先生は区長さん
11月23日、南田代集会所で南田代第１区、第２区
の小学生を対象とした「南田代子ども料理教室」が行
われました。同区に住む山下菜緒さん（七滝中央小６
年）が料理を教えてもらいたいと、区長にお願いし初
開催。山川雅弘区長（南田代第２区）ら４人が子ども
たち３人に、炊き込みご飯や青菜汁などの料理を教え
ました。山川区長は「今後は、地域の高齢者を対象に
料理教室を計画したい」と話しました。
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春夏あわせ12回目の全国大会に挑む小坂ジュニアの選手たち

ツアーに参加した参加者たち 男性料理教室に通う山川区長に料理を教わる子どもたち

野口会長から増永教育長へお茶が贈られた 小路のかくし芸「今年の話題は…」

【練習を見学に来ませんか？】
　部員（小学生男女）を募集しています。平日18時から20時まで、町
民グラウンドで練習しています。

ＰＴＡによる二人羽織

笑顔で花を植える参加者



永野　綾香 さん松本　悠里 さん井手神太郎 さん

町内に勤務する先生に、子どもの頃の
思い出を話してもらうコーナーです。

このコーナーでは、皆さんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861 - 3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

血
糖
値
を
上
げ
な
い
食
べ
方
の
野
菜
か
ら
先
に
食
べ

て
ゆ
く
事
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

又
よ
く
か
ん
で
、
30
回
以
上
は
か
む
よ
う
に
…
。
こ
れ
が
、

な
か
な
か
大
変
で
す
。
す
ぐ
の
み
こ
ん
で
し
ま
い
が
ち
で

日
頃
よ
く
か
ん
で
な
い
と
分
り
ま
し
た
。

（
辺
田
見
・
Ｆ
さ
ん
）

　

噛
む
こ
と
は
血
糖
値
を
上
げ
な
い
こ
と
以
外
に
も
様
々

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
人
間
が
自
分
の
意
志
で
調
整
で
き

る
、
唯
一
の
消
化
酵
素
で
あ
る『
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
』は
、
よ

く
噛
む
こ
と
で
、
唾
液
腺
が
刺
激
さ
れ
、
分
泌
量
が
多
く

な
り
ま
す
。
食
べ
た
物
の
消
化
・
吸
収
が
よ
く
な
る
こ
と

で
、
胃
腸
へ
の
負
担
も
へ
り
ま
す
。
特
に
、
貧
血
気
味
の

方
に
は
、
鉄
分
の
吸
収
も
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
美
容

の
面
か
ら
は
、口
輪
筋（
口
ま
わ
り
の
筋
肉
）が
鍛
え
ら
れ
、

ほ
う
れ
い
線
が
目
立
た
な
く
な
り
、
若
々
し
い
表
情
を
作

り
ま
す
。
噛
む
こ
と
は
い
い
こ
と
づ
く
し
で
す
ね
。

（
健
康
推
進
係
）

短 　

歌

張
り
替
え
し
真
白
き
障
子
に
桜
葉
の
夕
陽
に
木
洩も

れ
陽
チ
ロ
チ
ロ
揺
れ
る

甲
斐
レ
イ
子

妻
も
子
も
捨
て
て
来
た
の
か
青
鷺
は
孤
独
の
ぬ
き
足
今
日
も
青
田
に

金
森　

英
子

落
葉
焼
く
煙
の
向
こ
う
に
陽
は
沈
む
長
い
こ
の
道
誰
も
知
ら
な
い

北
村
ヤ
ヨ
イ

誰
を
待
つ
の
か
夕
べ
紅べ

に

さ
す
白お

し
ろ
い粉

花
恋
の
逢
瀬
の
思
い
出
の
ご
と

平
野　

文
子

黄た
そ
が
れ昏

の
山
の
麓
の
一
軒
屋
窓
の
灯
り
に
幸
せ
ゆ
ら
ぐ

藤
本　

京
子

籾も
み

干
せ
る
筵

む
し
ろ

の
間
駆
け
ぬ
け
て
遊
び
に
行
き
し
よ
鞄
投
げ
や
り

正
宗
タ
ツ
子

こ
の
夏
の
日
照
不
足
を
憂
い
つ
つ
刈
入
近
き
稲
田
見
て
い
る

山
本
志
満
子

田た

じ仕
舞ま

い

の
煙
ゆ
っ
く
り
塔
と
な
る
田
毎
に
お
灸

き
ゅ
う

す
え
て
い
る
ご
と

市
川　

結
子

俳 　

句　
　
　
　

御
船
春
菊
句
会　

水
野
つ
と
む
選

小
春
日
や
羽は

音お
と

水み
ず
お
と音

か
し
ま
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
ケ
イ
子

若
人
に
交
り
て
学
ぶ
文
化
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
方　

宣
子

立
冬
や
空
に
真
赤
な
ア
ド
バ
ル
ー
ン　
　
　
　
　
　
　

守
田　

律
子

日
向
路
へ
落
葉
の
旅
の
始
ま
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

丹
生　

則
子

詩う
た

心ご
こ
ろ肝

に
命
じ
て
冬
に
入
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
田　

順
子

鴨
遊
ぶ
湖う

み

の
広
さ
を
ほ
し
い
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と
う
と
も
こ

手
に
並
べ
大
根
種
を
蒔
き
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
志
美
子

肥  

後  

狂  

句　
天
狗
会

飽
き
ら
れ
て　

野
良
に
転
向
し
た
ペ
ッ
ト　
　
　
　
　

増
永　

笑
和

飽
き
ら
れ
て　

箪た
ん

笥す

の
中
で
眠
っ
と
る　
　
　
　
　
　

河
地　

ゆ
き

ま
だ
早
い　

弟
子
の
独
立
渋
り
よ
る　
　
　
　
　
　
　

林
田　

実
花

よ
か
具
合　

街
に
行
く
な
ら
乗
せ
な
っ
せ　
　
　
　
　

藤
本　

好
水

遊
び
仲
間　

二
つ
返
事
で
飛
ん
で
行
く　
　
　
　
　
　

川
部　

呉
穂

こ
そ
ー
っ
と　

通
帳
眺
め
北ほ

く

叟そ

笑
み　
　
　
　
　
　
　

𠮷
田　

楽
園

ま
だ
早
い　

彼
岸
の
前
に
衣
替
え　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

道
草

パ
ッ
と
せ
ん　

歳
に
似
合
わ
ん
恰
好
し　
　
　
　
　
　

田
中　

穂
波

一  

般  

投  

稿

幼
き
も
腕
ま
く
り
し
て
甘
藷
掘
る

常
石　

山
紫

水
生あ

る
る
水
面
の
青
や
柿
の
村

藤
原　

若
葉

杖
引
き
て
朝
の
散
歩
の
行
き
帰
り
紅
葉
色
映
ゆ
秋
深
み
ゆ
く

松
岡
フ
ミ
ヱ

12
歳
ま
で
大
阪
府
泉
南
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

当
時
の
遊
び
と
言
え
ば
今
の
様
に
、
ゲ
ー
ム
は
家
に

は
無
か
っ
た
の
で
、ゴ
ム
と
び
や
、ま
ま
ご
と
、ロ
ー

ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
で
し
た
。
家
庭
の
事
情
で
熊
本
の
父

の
実
家
へ
引
っ
越
す
事
に
な
り
、
家
族
５
人
か
ら
、

祖
父
・
祖
母
の
７
人
家
族
と
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
反
抗
期
だ
っ
た
私
は
、
祖
母
と
よ
く
ぶ
つ
か
る
事

が
多
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
る
時
は
、
干

柿
を
干
し
て
あ
る
の
が
減
る
と
私
の
せ
い
に
さ
れ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
同
居
し
て
間
も
な
く
、
お
は
し

の
持
ち
方
を
注
意
さ
れ
、
そ
の
当
時
、
負
け
ず
嫌
い

だ
っ
た
私
は
必
死
に
な
っ
て
正
し
い
持
ち
方
に
直
す

努
力
を
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
正
し
く
持
つ
事
が
出

来
て
お
り
、
今
で
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私

の
子
ど
も
達
も
正
し
い
は
し
の
持
ち
方
が
出
来
て
い

な
い
の
で
出
来
る
様
に
口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
教
え
て

い
き
た
い
で
す
。
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まちへの
先生の 青春昔話

みんなの
C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

上
野
保
育
園　

米よ
ね
む
ら村　

奈な

み美　

給
食
員

（
大
阪
府
泉
南
市
出
身
）

「 

感　

謝 

」

▼小学6年生の修学旅行での1枚（右から1人目）



パネルディスカッション発表者

6

御
船
町
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
、
大

学
ま
で
の
教
育
機
関
が
あ
る
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
り
ま
す
。
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
町
内
の
幼
児
か
ら
大
学
生
ま
で
が

一
堂
に
集
ま
り
、
充
実
し
た
教
育
活
動

が
営
ま
れ
て
い
る
、
健
全
に
成
長
し
て

い
る
姿
を
確
認
で
き
る
日
で
す
。

11
月
９
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
で
７
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
幼
児

か
ら
大
学
生
約
２
４
０
人
全
員
の
大
合

唱
で
始
ま
っ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
園

児
ら
に
よ
る
演
奏
や
滝
尾
小
学
校
５
年

生
に
よ
る
劇
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ
で
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
以
外
で
は
、
御

船
高
校
芸
術
コ
ー
ス
の
生
徒
が
似
顔
絵

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
園
児
た
ち
と
の
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
平
成
音
楽
大
学
生
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
町
内
の
全
小
中
学

校
、
高
校
の
代
表
児
童
・
生
徒
が
「
す

て
き
な
ま
ち
御
船
町
〜
ふ
る
さ
と
の
誇

り
を
届
け
よ
う
〜
」を
テ
ー
マ
に
発
表
。

発
表
者
か
ら
は
「
吉
無
田
な
ど
の
豊
か

な
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
」、「
恐
竜

博
物
館
や
ふ
れ
あ
い
広
場
、
街
な
か

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
観
光
資
源
に
力
を

入
れ
る
こ
と
」、「
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
る
伝
統
芸
能
を
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

1
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5

7
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御船小学校・６年

藤
ふじ

木
き

  みゆ  さん

滝尾小学校・６年

本
ほん

田
だ

  康
こうよう

陽  さん

七滝中央小学校・６年

赤
あかやま

山  恋
れん

乃
の

  さん

木倉小学校・６年

小
こ

森
もり

  創
そうすけ

介  さん

高木小学校・６年

萩
はぎさか

坂  瑠
る な

奈  さん

小坂小学校・６年

松
まつおか

岡  愛
あい

佳
か

  さん

御船中学校・３年

角
すみ

矢
や

  立
りつ

樹
き

  さん

御船高校・２年

小
こ

島
じま

  興
こうだい

大  さん

滝尾小５年生が、「わたしたち
のふるさと　滝尾~自然・人・
歴史~」と題して劇で紹介
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１_オープニングの全員合唱／２_御船中学校吹奏楽部による演奏／３_昭和保育園園児による演奏／４_平成音楽
大学の学生によるフルートアンサンブル／５_御船高校合唱部による合唱／６_「パネルディスカッション」コーデ
ィネーターの平成音楽大学３年の奈須健太さん（右）と本田千夏さん（左）／７_「総合司会」御船中３年の相﨑麗佳
さん（右）と益田胡桃美さん（左）／８_御船高校芸術コースの似顔絵コーナー

教育フォーラム
平成26年度御船町教育フォーラム



ジェフェリー先生の英会話 VOL.

※「ムゾラシカ」は御船弁で「かわいらしい」の意味です。

歌に思いを込めて

立
たてやま

山　愛
あい

 さん
（福岡市在住・20歳）

連載

和訳例

問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。正解者の中から抽選で10人に
図書カードをプレゼントします。

か
わ
い
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
音
楽
が
好
き
で
、
今
も
続
け
て

い
る
ピ
ア
ノ
は
３
歳
か
ら
始
め
ま
し
た
。
歌
手
を
目

指
す
き
っ
か
け
は
、
自
分
の
気
持
ち
を
う
ま
く
言
葉

に
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
時
に
言
え
な
か
っ

た
思
い
を
歌
に
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
高
校

卒
業
後
は
音
楽
を
勉
強
す
る
た
め
、
一
人
福
岡
へ
。

自
分
の
思
い
を
込
め
た
歌
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
聴

い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
熊
本
や
福
岡
、
大
分
を

中
心
に
路
上
ラ
イ
ブ
や
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
音

楽
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
母
が
生
ま
れ
育
っ
た
御

船
町
に
は
、
祖
父
母
が
住
ん
で
い
ま
す
。
小
さ
い
頃

か
ら
よ
く
祖
父
母
に
連
れ
ら
れ
、
行
く
先
々
で
御
船

の
人
た
ち
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
お
り
、
み
ん
な
凄
く

あ
た
た
か
い
人
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な
小
さ
い
こ

ろ
の
思
い
出
や
、
曾
祖
母
と
の
大
切
な
思
い
出
を
歌

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
思
い
を
歌

に
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
。

いつも弟に優しくしてく
れてありがとう。
これからも元気いっぱい
の桜でいてね。
（竜一お父さん　夢お母さん）

興
こうろぎ

梠　桜
さくら

ちゃん
（3歳）

滝川（平成23年12月30日）

さすが3番目ちゃん！
でもわが家の癒しちゃん
です！

（丈也お父さん　美恵お母さん）

木
き

山
やま

梓
あず

実
み

ちゃん
（3歳）

木倉（平成23年12月12日）

1歳になって英樹、感激
ー !!
爺ちゃん、いつも遊んで
くれてありがとー♪
（達也お父さん　弘子お母さん）

中
なかむら

村英
ひで

樹
き

くん
（1歳）

滝川（平成25年12月11日）

◉応募方法
ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）
◉締め切り
平成26年12月31日水　（当日消印有効）
◉11月号の正解
　①－Ｂ
◉11月号の当選者
応募総数27通で全問正解者は26通でした。
抽選の結果、次の10人に図書カードを
お送りします。（敬称略）
井藤　大鷹（田　代）／松本　絢里（滝　川）
金子　美保（滝　尾）／宮崎　光代（木　倉）
藤田　榮子（高　木）／東　　美結（上　野）
中熊　　修（辺田見）／高山立比古（滝　川）
緒方　琉辰（高　木）／槌田　栞奈（ 陣 ）
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問①11月８日、恐竜博物館の来館者は何万
人を突破したでしょうか？
Ａ－１５万人
Ｂ－１８万人
Ｃ－２０万人

（ヒント・７ページ）

元気いっぱいの瑛太。
すくすく大きくなぁ～れ
♡

（薫お父さん　理紗お母さん）

園
その

田
だ

瑛
えい

太
た

くん
（1歳）

滝尾（平成25年12月25日）

妹が産まれて、お兄ちゃ
んになりました。
これからも兄妹仲良く元
気に遊んでね。
（篤史お父さん　裕美お母さん）

森
もり

田
た

梛
な お

央くん
（3歳）

高木（平成23年12月5日）

いっぱい食べて、いっぱ
い寝る百君!!
これからも元気に大きく
な～れ♪♡♡♡
（潤平お父さん　いづみお母さん）

久
く ぼ た

保田百
ももはる

春くん
（1歳）

辺田見（平成25年12月5日）

元気いっぱいで、たくま
しい次男坊です!!
優しいお兄ちゃんになっ
てね♡
（悟お父さん　智美お母さん）

足
あ

立
だち

暖
はる

人
と

くん
（3歳）

辺田見（平成23年12月3日）

ボクの名前は愛知県の高
級トマト。
お母さんのトマトもすっ
ごくおいしいよ！
（哲朗お父さん　裕子お母さん）

井
い

藤
とう

龍
りゅうじゅ

珠くん
（2歳）

田代（平成24年12月14日）

何をするにも全力！最近
はお話も上手になってき
たね。たくさんお話しよ
うね♡
（拓馬お父さん　英里お母さん）

福
ふく

田
だ

心
こ

春
はる

ちゃん
（2歳）

高木（平成24年12月19日）

栞稀、1歳のお誕生日お
めでとう♡みんなの癒し
系…のびのびと大きく
なぁれ。
（正義お父さん　香澄お母さん）

中
なかぞの

園栞
かん

稀
き

くん
（1歳）

高木（平成25年12月26日）

わ
が
家
の
近
所
に
住
ん
で
い
る
、
孫
の
心
々
絆
と
美
結

絆
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
遊
び
に
来
ま
す
。
長
女

の
心
々
絆
は
と
に
か
く
元
気
！
外
を
走
り
ま
わ
る
の
が
大

好
き
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
恐
竜
公
園
に
遊
び
に

行
っ
て
い
ま
す
。
3
歳
に
な
り
、
口
も
ど
ん
ど
ん
達
者
に

な
っ
て
き
て
い
る
心
々
絆
も
、
先
日
、
初
め
て
の
七
五
三

を
迎
え
ま
し
た
。
1
歳
に
な
っ
た
二
女
の
美
結
絆
も
、
今

は
歩
く
練
習
で
、
毎
日
大
変
!!
夫
婦
二
人
で
一
日
ケ
ン
カ

し
な
が
ら
で
も
、
孫
二
人
を
見
て
い
る
と
、
イ
ヤ
な
事
も

忘
れ
、
頬
が
ゆ
る
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
元
気
で
明
る
く
、

病
気
を
せ
ず
、
強
く
生
き
て
欲
し
い
で
す
。

（
話
・
美
成
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

山や
ま

地ち　

雄ゆ
う
い
ち一

さ
ん（
小
坂
・
55
歳
）・
美み

な

こ
成
子
さ
ん（
49
歳
）

小こ

宮み
や

心こ

こ

な
々
絆
ち
ゃ
ん（
3
歳
）

美み

ゆ

な
結
絆
ち
ゃ
ん（
1
歳
）

It’s Christmas time! Christmas time comes a little 
earlier in Japan than in America. Most people in 
America wait until after the last Thursday in 
November to put up Christmas lights and play 
Christmas music. Here in Japan I was hearing and 
seeing Christmas decorations on November 1st. 
Lucky for me I really enjoy all the Christmas 
songs and lights. Happy Christmas everyone.

クリスマスの季節ですね！日本はアメリカ
よりもクリスマスがやってくるのがほんの少
しだけ早いです。アメリカではクリスマスの
イルミネーションも、クリスマスの音楽を奏
でるのも、11月の最終木曜日を過ぎてからで
す。日本では11月1日にはクリスマス用のデ
コレーションを目にしました。日本のクリス
マスソングもイルミネーションも本当に素晴
らしいです。みなさんも、良いクリスマスを
お過ごしください。

15 14

ムゾラシカ

EE gggl hhh-JJJJapppp eEEEEnnggggllliisshhhh-JJJJaappppaaneesseee

わたしにとっての
日本一広報クイズ広報クイズ

問題

来月号は、1月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を先着10人で募集します。
掲載希望の人は、12月26日金までに役場2階総務課広報窓口で直接お申し込みください。（電話予約は不可）

4

孫
の
成
長
を
感
じ
る
と
き

Jingle Bells, Jingle Bells
ジングルベル・ジングルベル



くらしの情報 G o o d  L i f e  I n f o r m a t i o n

Good Life Information

生活便利帳

▶役場（時間外・休日の直通）
☎282-1111

▶教育委員会
（カルチャーセンター）

☎282-0888
▶スポーツセンター

☎282-4111
▶恐竜博物館

☎282-4051
▶天君ダム

☎284-2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
（ゴミ焼却場）☎282-0688
▶吉無田高原「緑の村」

☎285-2210
▶浄水センター

☎282-7066
▶御船地区衛生施設組合
（し尿処理場）☎282-2970
▶社会福祉協議会

☎282-0785
▶上益城消防署

☎282-1955
▶御船警察署

☎282-1110
▶上益城地域振興局

☎282-2111
▶御船保健所

☎282-0016
▶御船町地域包括支援センター

☎282-2911
▶眺世庵

☎282-0806

町
内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
し
ま
す

　

小
・
中
学
校
の
始
業
式
に
合
わ
せ
て
、
町

内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
い
ま
す
。
地
域

の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
に

「
お
は
よ
う
！
」
と
声
を
か
け
、
町
の
子
ど

も
た
ち
を
地
域
全
体
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

各
学
校
の
正
門
前
、
自
宅
近
く
の
通
学
路
な

ど
場
所
は
ど
こ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日　

１
月
８
日
木

▼
時
間　

７
時
30
分
〜
８
時

（
地
域
の
登
校
時
間
に
合
わ
せ
て
）

▼
場
所　

各
学
校
正
門
前
や
自
宅
付
近
の
通

学
路
な
ど

問　

町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
事
務
局

（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
）

☎
2
8
2
-0
8
8
8

国
の
教
育
ロ
ー
ン

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高

校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

問
し
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど

の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

町
企
画
財
政
課
企
画
振
興
係

☎
2
8
2
-1
2
6
3

電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
は

お
済
で
す
か

電
子
証
明
と
は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
（e-T

ax
）
お
よ
び
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
シ
ス
テ
ム
（eLT

A
X

）
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
政
手

続
き
を
行
う
際
に
、
本
人
確
認
の
役
割
を
果

た
す
も
の
で
す
。

有
効
期
限
は
発
効
日
か
ら
３
年
で
す
。
期

限
間
近
や
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
窓
口

で
の
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.jpki.go.jp/

） 

で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
更
新
手
続
き
に
は
本
人
確
認
用
書
類
の
ほ

か
、
発
行
手
数
料
が
必
要
で
す
。

問　

町
民
保
険
課
町
民
案
内
係

☎
2
8
2
-1
1
1
2

知
お

ら
せ

工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

御
船
町
で
製
造
業
を
営
む
全
事
業
所
を
対

象
と
し
て
、
工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
（
平
成
26
年
12
月
31
日
現
在
）。
12
月
中

旬
頃
か
ら
、
製
造
業
を
営
ん
で
い
る
皆
様
の

と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
の
記

入
の
仕
方
な
ど
を
説
明
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問　

町
企
画
財
政
課
企
画
振
興
係

☎
2
8
2
-1
2
6
3

農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ
ま
す

全
国
一
斉
に
〝
農
林
業
の
国
勢
調
査
〞
と

い
わ
れ
る「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
（
平
成
27
年
２
月
１
日
現

在
）。こ

の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政
策
に

役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る

極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

平
成
27
年
１
月
中
旬
頃
か
ら
、
農
林
業
を

営
ん
で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪

子
ど
も
が
病
気
の
時
に
応
援
し
ま
す

御
船
み
る
く
病
児
保
育
室
は
、
子
ど
も
が

病
気
に
な
り
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
看

病
が
で
き
な
い
状
況
の
時
に
、
子
ど
も
を
預

か
る
施
設
で
す
。感
染
の
強
い
病
気（
水
泡
・

お
た
ふ
く
風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
）

に
か
か
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
別
室
に
て
預

か
り
ま
す
の
で
、
病
気
や
回
復
期
の
子
ど
も

で
も
安
心
し
て
預
け
ら
れ
ま
す
。
利
用
す
る

に
は
、
前
日
ま
で
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
当
保
育
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
年
齢　

生
後
３
カ
月
〜
小
学
３
年
生

▼
利
用
料　

▽
初
日
１
人　

２
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
連
続
利
用
の
場
合
）

２
日
目
か
ら　

１
，０
０
０
円

※
給
食
費
（
昼
食
・
お
や
つ
）
３
０
０
円

▼
開
所
時
間　

▽
月
曜
〜
金
曜
日　

８
時
〜
18
時
30
分

▽
土
曜
日　

８
時
〜
13
時

問　

御
船
み
る
く
病
児
保
育
室

☎
2
8
2
-2
6
6
8

が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の
葬
儀
の
香
典

　

―
な
ど

問　

町
総
務
課
総
務
係

☎
2
8
2
-1
1
1
1

無
料
登
記
相
談
を
行
い
ま
す（
予
約
制
）

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、
土
地
や
建
物
な

ど
の
売
買
・
贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関

す
る
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日　

１
月
８
日
木

（
奇
数
月
の
第
２
木
曜
日
）

▼
時
間

10
時
〜
16
時（

12
時
〜
13
時
は
除
く
）

▼
場
所　

役
場
２
階
相
談
室

問
・
予
約
先

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

☎
３
６
４
-２
１
４
５

（
音
声
案
内
で
②
↓
①
↓
②
を
押
し「
御

船
相
談
予
約
」
と
申
し
出
く
だ
さ
い
）

法
律
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
御
船
町
内
の

人
を
対
象
に
、
困
り
事
や
悩
み
事
の
無
料
法

律
相
談
を
毎
月
第
３
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
弁
護
士
、
人
権
擁
護
委
員
、

行
政
相
談
員
が
伺
い
ま
す
。
相
談
は
予
約
制

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
着
８
人
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
17
日
水　

10
時
〜
14
時

▼
場
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会「
ひ
ば
り
荘
」

▼
内
容　
【
民
事
】
▽
金
銭
の
貸
し
借
り

▽
売
買
▽
交
通
事
故
▽
給
料

▽
土
地
▽
建
物
▽
登
記
―
な
ど

【
家
事
】
▽
離
婚
▽
成
年
後
見

▽
養
育
費
▽
相
続
▽
遺
産
―
な
ど

問　

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
2
8
2
-0
7
8
5

仕
事
と
子
育
て
両
立
応
援
セ
ミ
ナ
ー

県
で
は
、仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
、再

就
職
を
目
指
し
て
い
る
お
母
さ
ん
な
ど
を
応

援
す
る
た
め
、両
立
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。詳
し
く
は
、県
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
６
日
金９

時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
申
込
期
限　

託
児
の
必
要
な
人
は
、
１
月

23
日
金
ま
で
に
要
予
約

▼
参
加
費　

無
料
（
託
児
付
き
）

問　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
3
5
1
-0
5
0
0

身
体
障
が
い
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
訓
練

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
が
、
就
職
に
必

要
な
技
術
等
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練
を
行

い
ま
す
。

▼
内
容　

情
報
処
理
技
術
習
得
訓
練

▼
期
間　

２
年
間

▼
場
所　

身
体
障
害
者
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
益
城
町
）

▼
応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み
を

し
、
高
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
し
た
人
で
、
特

別
な
介
助
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
な
ど

▼
定
員　

10
人

で
す
。
詳
し
い
制
度
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万

円
以
内

▼
金
利　

年
２
・
35
％

※
母
子
家
庭
の
人
な
ど
は
年
１
・
95
％

（
平
成
26
年
10
月
10
日
現
在
）

▼
返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

問　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
-0
0
8
6
5
6

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
0
3
-5
3
2
1
-8
6
5
6

政
治
家
の
寄
附
禁
止
等
に
つ
い
て

選
挙
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
政
治
家
が
、

選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を
行
う
こ
と
は
、
名

義
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
特
定
の
場
合
を
除
い

て
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
求

め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
冠
婚
葬
祭
に
お
け
る

贈
答
な
ど
も
寄
附
に
な
る
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。「
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受

け
取
ら
な
い
」
の
三
な
い
運
動
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
行
為　

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状

／
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合
の
結

婚
祝
／
地
域
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

へ
の
飲
食
物
な
ど
の
差
入
／
お
祭
り
へ
の

寄
附
や
差
入
／
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
な

ど
の
催
物
へ
の
寸
志
、
飲
食
物
の
差
入
／

落
成
式
や
開
店
祝
な
ど
の
花
輪
／
病
気
見

舞
／
お
歳
暮
／
お
年
賀
／
入
学
祝
／
卒
業

祝
い
／
葬
儀
の
花
輪
／
供
花
／
秘
書
な
ど

▼
募
集
締
切　

１
月
21
日
水

▼
費
用　

▽
１
年
目　

約
３
万
３
千
円

▽
２
年
目　

約
２
万
円

問　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
3
7
8
-0
1
2
1

や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
啓
発
ポ
ス
タ
ー
募
集

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合
で
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
に
伴
い
、
地
球
温
暖
化

現
象
を
と
お
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

御
船
町
、
甲
佐
町
、
益
城
町
、
嘉
島
町
在

住
の
小
学
生（
４
年
生
以
上
）お
よ
び
中
学
生

▼
作
品
内
容

▽
ポ
ス
タ
ー
（
Ｂ
４
サ
イ
ズ
画
用
紙
）

▽
テ
ー
マ

「
地
球
に
や
さ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
」

▼
応
募
要
領

①
作
品
は
一
人
１
点

②
ポ
ス
タ
ー
の
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
を
明
記

③
貼
り
絵
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用
し
た

も
の
は
審
査
対
象
外

④
作
品
は
展
示
後
に
返
却
し
ま
す

⑤
最
優
秀
作
品
は
御
船
地
区
衛
生
施
設
組

合
の
発
電
表
示
パ
ネ
ル
に
掲
示
し
ま
す

▼
受
付
期
間

12
月
24
日
水
〜
平
成
27
年
１
月
30
日
金

▼
表
彰　

最
優
秀
作
品
（
１
点
）

特
選
（
数
点
）

入
選
（
数
点
）

問
・
提
出
先
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追加日程 医療機関・電話番号 診療科目

12月29日月

泰泉堂牟田医院
☎２８２-０２１６ 内・小

笹原外科胃腸科医院
☎２８２-００７０
※午前中のみ

内・消・外
胃・整

小糸整形外科医院
☎２８２-００５０

整・リウ・
リハ

藤岡医院
☎２８２-０４０５ 内・消・小

みふね眼科医院
☎２８２-３７１１
※午前中のみ

眼

田上皮ふ科クリニック
☎２８１-１１１２ 皮

12月30日火 田上皮ふ科クリニック
☎２８１-１１１２ 皮

御
船
地
区
衛
生
施
設
組
合

（
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

☎
2
8
2
-2
9
7
0

〒
8
6
1
-3
2
0
2

御
船
町
大
字
小
坂
２
３
５
３
番
地

募

集

平
成
26
年
度
防
衛
大
学（
後
期
）募
集

▼
資
格　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）

▼
受
付
期
間　

１
月
21
日
水
〜
１
月
30
日
金

▼
試
験
日

▽
一
次
試
験　

２
月
28
日
土

▽
二
次
試
験　

３
月
13
日
金

▽
合
格
発
表　

３
月
20
日
金

▽
入
隊　
　
　

４
月
上
旬

問　

宇
城
募
集
案
内
所

☎
0
9
6
4
-2
3
-2
0
4
7

耐
震
対
策
講
演
会

　

県
で
は
、
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
住

宅
な
ど
の
耐
震
対
策
に
関
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。詳
し
く
は
、県
庁
建
築
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
24
日
土　

14
時
〜
16
時
30
分

▼
場
所　

県
庁
本
館　

地
下
大
会
議
室

▼
テ
ー
マ　

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

〜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
〜

「
地
震
被
害
か
ら
学
ぶ
木
造
住
宅
の
耐
震

対
策
」

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
に
氏

名
、
電
話
番
号
、
市
町
村
名
を
記
載
し
、

県
庁
建
築
課
ま
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

県
庁
建
築
課

☎
3
3
3
-2
5
3
5

Ｆ
Ａ
Ｘ　

3
8
4
-9
8
2
0

メ
ー
ル

kenchiku-anzen@
pref.kum

am
oto.lg.jp

放
送
大
学
4
月
生
募
集

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で

幅
広
い
世
代
、職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

請
求
下
さ
い
。

▼
出
願
期
間　

３
月
20
日
金

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

問　

放
送
大
学

☎
0
9
6
-3
4
1
-0
8
6
0

そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
町
協
会
平
成
26
年
度
佐
方
会
長
杯
大
会

（
11
月
19
日
水
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

①
吹
野
２（
渡
辺
春
義
、
池
田
敦
子
、

　

上
田
八
重
子
、
池
田
マ
ツ
ミ
、
山
下
巌
）

②
下
高
野
２　

③
下
高
野
１

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▼
第
23
回
町
職
場
・
一
般
親
善
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
11
月
19
日
水
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

※
Ａ
〜
Ｃ
パ
ー
ト
成
績
（
１
位
の
み
）

〔
Ａ
パ
ー
ト
〕（
予
選
１
位
パ
ー
ト
）

①
と
り
の
す

〔
Ｂ
パ
ー
ト
〕（
予
選
２
位
パ
ー
ト
）

①
の
り
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ

〔
Ｃ
パ
ー
ト
〕（
予
選
３
位
パ
ー
ト
）

①
第
二
明
星
学
園
Ａ

御
船
警
察
署
管
内
の
事
故
・
事
件

▼
11
月
の
発
生
状
況

事故・事件の発生状況
御船署管内
発生件数

年度累計
253
1883
17
1
38
6
29
40

11月中
24
183
0
0
3
0
3
0

御 船 町
発生件数

年度累計
34
336
2
0
6
1
6
13

11月中
7
25
0
0
0
0
0
0

事件・犯罪区分

交通人身事故
交通物損事故
空き巣
自販機狙い
万引き

オートバイ盗
自転車盗
車上狙い

寄

付

善
意
の
輪

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
香
典
返
し
】

　

 

（
ご
芳
名
）　   　
（
住
所
）　
（
故
人
）

坂
本　

秀
策　

様
（
木　

倉
）
タ
エ
子
様

増
本　

京
子　

様
（
上　

野
）
眞
一　

様

福
島　

昌
代　

様
（
熊
本
市
）
啓
一　

様

山
口　

武
夫　

様
（
辺
田
見
）
ス
ミ　

様

藤
生　

さ
ち
子
様
（
高　

木
）
知
行　

様

麻
生　

文
四　

様
（
滝　

川
）
進　
　

様

本
田　

麻
記　

様
（
滝　

川
）
山
之
井
ミ
チ
子

様

手
嶋　

孝
一　

様
（
高　

木
）
富
美
江
様

細
谷　

誠
一　

様
（
滝　

川
）
久
子　

様

百
田　

薫　
　

様
（
滝　

川
）
勉　
　

様

渡
邊　

清
美　

様
（
辺
田
見
）
良
明　

様

中
村　

昭
子　

様
（
滝　

川
）
富
雄　

様

永
本　

ヌ
イ　

様
（
滝　

川
）
明　
　

様

坂
本　

敬
治　

様
（　

陣　

）
と
よ
子
様

吉
永　

末
子　

様
（
辺
田
見
）
忍　
　

様

上
田　

久
江　

様
（
田　

代
）
フ
ジ
コ
様

永
野　

推
子　

様
（
上　

野
）

典　

様

【
一
般
寄
付
】

山
川　

長
行　

様
（
滝　

川
）　

訂
正
と
お
詫
び

　

11
月
号
９
ペ
ー
ジ
で
、
掲
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
滝
尾
幼
稚
園
の
電
話
番
号

（
誤
）
☎
2
8
2
-7
6
9
9

（
正
）
☎
2
8
2
-0
9
3
7

▼
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
開
所
時
間

（
誤
）
９
時
〜
13
時

（
正
）
７
時
〜
19
時

青少年健全育成町民会議・PTA連絡協議会が一堂に
会することにより、「学校・家庭・地域が一丸となって
青少年の心を育てる」ことの重要さを再確認し、活動の
一層の活性化を目指すことを目的として開催されます。
入場無料で、誰でも参加できます。

◉期日　１月24日土
◉開場　12時45分
◉場所　カルチャーセンター
◉主催　町青少年健全育成町民会議・町PTA連絡協議会
◉プログラム
13：00　開会
•アトラクション　文化庁伝統文化親子教室事業「能楽」
•家庭の日推進メッセージ作品表彰式
•PTA連絡協議会事例発表

（御船小学校・七滝中央小学校）
•郡代表児童による童話発表
御船小６年　丸山凛さん　「みなまた、よみがえる」

14：55　講演
講師　大畑誠也　九州ルーテル学院大学客員教授
演題　「大人が変われば子どもが変わる」
問教育委員会社会教育課社会教育係　

☎２８２‒０８８８

大人の門出を祝う成人式。晴れ着に身を包んだ
新成人が友人との再会や成長を分かち合います。
式では、新成人による意見発表なども行われます。
　
日時　１月11日日　11時～13時
場所　カルチャーセンター

問教育委員会社会教育課社会教育係　
☎２８２‒０８８８

町消防団の一年は、この出初め式から始まります。
御船川にかかる31本の「水のアーチ」は見ごた
え十分。

日時　平成27年１月４日日　９時～10時
場所　お祭り広場（御船橋下河川敷）

問町総務課地域・防災係　☎２８２-１１１１

年末の休日当番医の追加がありました。
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町青少年健全育成大会・PTA連絡協議会研修会 御船町成人式

消防団出初め式 年末の休日当番医

※写真は昨年の式の様子
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